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問題設定 
いじめ（「bullying」）が 1970 年代に，学校における発生する生徒
を対象とする一方的な虐待現象を指す言葉として定着されてきた．
それからのいじめ研究はいじめを学校限定の現象と見なす傾向があ
る．しかしながら，いじめの本質から見れば，いじめは一種の人間
関係として普通にどこでも潜んでいる．つまり，いじめは学校限定
の現象ではない．しかしながら，普遍的に存在するにもかかわらず，
学校におけるいじめはとりわけ深刻に走っている．従って，本稿は
いじめという人間関係が学校に多発する原因を「学校という環境」
と「生徒の心身発展」の方面から探求する．また，学校いじめ研究
の経緯を参考にすれば，いじめ問題が頻繁に取り上げられたのは少
なくとも戦後のことであったと分かった．その時期から，質量から
みれば，現在論じられてきた学校いじめが多発したとでも理解でき
る．同時に，学校の発展から見れば，当時の学校改革により，われ
われが現在認識する現代の学校のひな型が形成された．そのため，
「学校」は戦後から各国で相次いで成立した「現代の学校」を指す． 
 
各章要旨 
第一章 先行研究の検討 
学校いじめが研究課題として取り上げられた以来，数多くの研究
者はいじめの原因を論じてきた．そういった研究に提示した原因モ
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動の発展の要因について考察した． 
多様な団地再生の方策があること，そして特に若年世代の入居促
進を積極的に打ち出している団地の取り組みを紹介し，両団地とも
長い間住み慣れた団地には愛着があり，このような取り組みによっ
て，次世代へとその思いをつないでいけるかが，今後の高齢社会に
おける団地再生の 1 つの成功事例になる可能性，すなわち高齢社会
における「世代間の連帯」を図ることの重要性を示唆した． 
終章では，2DK の間取りが核家族化を促進した，といった見解か
ら「住宅が生活スタイルを決めるのか，それとも生活スタイルによ
って住宅を決めるのか」といった論点を示した．現代では多様なラ
イフスタイルがあり，また住宅に関しても供給過多の状態になって
いることから，各自の生活スタイルによって住宅を決める傾向がよ
り強くなっていると言えることを述べ，「画一性」から「多様性」の
時代へと社会が変化していることを指摘した． 
最後に，今後，住宅が高齢化などの社会問題とも関連してくる可
能性はますます高くなることが考えられ，特に，集合住宅へと居住
志向が変化しつつある現代社会では，コミュニティ内における住民
主体の意識が重要となってくることを指摘した． 
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デルの多くは，いじめを現代の学校限定の現象と見なすため，原因
探求の前に，現代の学校という場においてのいじめを分析し，他の
場のいじめとの比較を看過した．本稿はいじめを普遍的に存在する
一つの人間関係の構造と見なす．様々ないじめ形式からその構造を
抽出しようとする．また，学校発展の流れを比較的に分析し，いじ
めの構造は現代学校の特質との繋がりを検討する．さらに，いじめ
の機能を分析することを通し，現代社会に生きる生徒が直面する問
題を探求し，生徒がいじめ行為を取る意図を究明する．以上の両方
の原因によって，現代の学校にいじめの存続原因を明らかにする． 
 
第二章 いじめの構造 
いじめというものは広い意味で，アンバランスな力関係によって
形成される序列構造の上で成り立つ．それゆえ，家庭暴力，職場ハ
ラスメントといった現象もいじめであると言える．しかしながら，
他の形式のいじめと比較すると，現代学校のいじめは生徒間の不安
定な力関係を特徴とする．その不安定な力関係はいじめの構造を破
壊するわけではなく，逆に生徒達をいじめ行動の予備力にさせる．
誰でもいじめの加害者，被害者になれるため，いじめ構造が安定的
に存続できる． 
 
第三章 現代学校といじめ構造 
現代の学校環境から見れば，いじめ構造はとりわけ存続しやすい．
現代の学校で，昔の学校内のような階級を基準とする固定的な序列
関係を崩壊し，その代わりに，不安定な力関係を形成した．次に，
「平等」を提唱する現代学校は生徒を選別する機能を持っている．
選別機能は生徒の関係を競争関係にさせ，序列構造を形成させやす
くする．加えて，学校は半閉鎖な空間である．日々，半閉鎖な空間
で生活している生徒は構造の秩序を身につけ，秩序を無意識的に保
っている．従って，現代学校内にそういういじめ構造が形成されや
すい．そういった特質は最初から学校に存在していなかったが，社
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会の発展と伴い，徐々に定着されてきた． 
 
第四章 児童の心身発展といじめ構造 
生徒の心身発展から見れば，青少年が直面する問題はアイデンテ
ィティ確立の問題である．伝統の束縛からの解放，生活の場の拡大
といった原因で，現代社会に生きる児童はアイデンティティを確立
し難く，混乱に陥りやすい状態にいる．教育機能が専門化された現
在，学校は教育の専門施設となった．つまり，学校は児童のアイデ
ンティティ確立を導くべきである．しかしながら，現代の教育シス
テムは公的領域に属している．公的領域の教育システムが私的領域
の個人アイデンティティ確立の機能を担うことから矛盾が生み出さ
れる．そのバランスが取れない現在，児童はアイデンティティを確
立し難い．いじめの機能の分析から，生徒にとっていじめの機能は
自己確認を促進することがわかった．従って，児童にとっては，い
じめがアイデンティティ確立の手段として行われる． 
 
結論 
いじめにはアンバランスな力関係によって形成される序列構造が
ある．構造から見れば，現代学校のいじめは不安定な力関係を特徴
とする．その特徴は現代学校のいじめの存続を助長する．本稿の分
析から，学校の特質はそういういじめ構造を生み出す温室であるこ
とが見える．また，現代の学校は個人のアイデンティティ確立を導
くことが困難になった．そういう環境にいる生徒は序列構造を基盤
とするいじめを利用して自己確認する．従って，現代の学校にいじ
め構造は存続しやすい． 
 
今後の課題 
本稿にいじめへの対策について触れなかったため，今後の研究は
その方面を沿って進めたい．筆者は中国の学校いじめにいじめを阻
止する生徒がとりわけ多いことに注目する．いじめが人間関係の一
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種であるという視点に従って，中国人の間に特殊な人間関係からそ
の原因を探りたい．  
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